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技術の概要
　本技術は、光切断法による高精細な路面形状データを取得して、ひび割れ率、わだち掘れ
量、平坦性を簡易システムにより自動解析をする技術です。
　測定器は、手持ちの車両にシステムを搭載するユニット式のため、路面性状測定の専用車
両は不要です。

◇期待される効果
　・ひび割れ率を簡易法による自動解析にしたことにより、労務コストの削減や解析時間の短
縮が図れるため、経済性の向上や工程の短縮が期待できます。

　・車両搭載型のシステム構成にしたことにより、測定対象となる道路の制約を受けないた
め、道路種別を問わず測定が可能となります。

 ・道路パトロール車などの巡回車へ搭載することで、調査頻度を上げた路面情報を蓄積し、
経年変化や劣化分析が可能となり高い路面管理水準を実現できます。

◇適用条件
　　　① 自然条件
　　　　　・天候が雨天でないこと
　　　　　・路面が湿潤でないこと
　　　② 現場条件
　　　　　・特になし(昼間に測定が可能)
 　　 ③ 技術提供可能地域
　　　　　・制限無し
　　　④関係法令等
　　　　　・道路交通法に基づく

◇精度
　路面性能確認試験に合格。検出精度は以下の通りに認められています。（昼間調査）
　・距離測定精度：距離測定値±0.3パーセント以内
　・ひび割れ率：形状データを用いて自動計算、精度は弊社路面性状測定車(イーグル)と同等
  ・わだち掘れ量： わだち掘れ深さ±3ｍｍ以内

技術概要

「新技術・新工法説明会」

新技術情報
簡易路面調査システム
スマートイーグル　Type-P

営業部営業企画課

竹元　崇
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①路面性状調査（イーグル） ②簡易路面調査（スマートイーグルType-P）

従 来 技 術 今回ご提案技術 (手持ちの車両で可)

◇当社舗装点検関連の技術 （どちらもNETISに登録）

【解析例】自動解析により路面性状評価３要素を一括出力

【測 定】光切断法により路面高さデータを取得

解
析

値

距離

(1㎞単位)

【測定車】手持ちの車両に搭載

測定結果のデータのみ

の販売も可 （実績あり）
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糸状菌類，土壌藻類，地衣類, およびコケなどが地表面の 

土粒子や土塊を絡めて形成するシート状の土壌微生物の 

コロニー〔集団〕のことを示す用語 

BSC は植生遷移の初期にみられる自然現象 

裸地化した斜面や更新した農地の表土等において時間経過と共に自然 

に形成されています。自宅の庭先等でもうすでに目にしているのでは!? 

BSC は世界中に存在する汎存種 

BSC マットに使用している土壌藻類は日本国内、国外を問わず 

世界中に存在する汎存種です。土壌藻類は、風に乗って砂塵等と共に 

世界レベルで移動・分散しているからです。 

 

世界中に存在する土壌藻類は、どこでも在来種として定義できます。また、土壌藻類は無性生殖で増殖するため 

既存在来種との遺伝子攪乱の心配がなく、共存していくことができます。 

土壌藻類は在来種 !? 

BSC は植生遷移のパイオニア 

裸地から樹林化していくまでの植生遷移の中で BSC は起点となります。BSC を形成することにより、土壌侵食を防止

することができる他、保水性も高まり、植生の侵入を促すことができます。 

遷移が進んだ BSC の状況 

道路脇の BSC 
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― 侵食防止用植生マット × BSC ― 

― BSC マット施工事例 ― 

 

法面保護効果に優れた、『侵食防止用植生マット・多機能フィルター』と植生遷移のパイオニア、『BSC 資材〔BSC-1〕』

を組み合わせた製品が《BSC マット》です。互いの特長をさらに向上させる他、弱点や課題の克服を実現しています。 

相乗効果で、自然侵入促進工の新しい形を実現させることができました。 

TEL：092-409-8641 

FAX：092-409-8642 

 

九州営業所 

担当：馬場 
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技 術 概 要 
 

技術名称 
コンクリートのスランプ保持剤「ヤマソー

2020」 

担当部署 技術部 技術課 

担当者 鈴木大介 

NETIS登録番号 KT-220064-A 電話番号 0463-23-3870 

会社名等 山宗化学株式会社 MAIL da-suzuki@yamaso-chem.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 一般の生コンクリートは、練り混ぜ開始から時間が経過するとともに、徐々にスラ

ンプが低下していく。そのため、スランプの低下が問題となる場合、現場作業時の打

込みに適したスランプを確保するため、生コンクリート製造時に遅延形のコンクリー

ト用化学混和剤を使用することが多い。しかしながら、現場の状況に応じた凝結遅延

の調整が困難であり、現場が要求する遅延効果を満足することができない場合があ

る。また、スランプの低下を抑制するため遅延剤・超遅延剤を使用することもあり、

スランプの低下を抑制できる一方でブリーディング量の増大や凝結時間の遅延が生じ

る場合もある。 

 このような背景の中、現場の状況に応じたスランプを確保でき、ブリーディング量

および凝結時間にほとんど影響がない製品の開発が望まれた。 

 

２．技術の内容 

・ヤマソー2020は、一般のコンクリートに添加しても初期スランプにほとんど影響を及

ぼすことなく、現場までの運搬や現場内運搬（圧送等）におけるスランプおよびスラン

プフローの保持性能を向上させることができる製品である。また、一般の遅延剤と異な

る主成分(ポリカルボン酸系化合物)によりブリーディングおよび凝結時間への影響も小

さいコンクリート用スランプ保持剤である。 

 

３．技術の効果 

・使用量を増減させることにより、現場の状況に応じたコンクリートのスランプを確

保することが可能である。 

・ブリーディング量は、ベースコンクリートとほぼ同等でスランプを長時間保持でき

るコンクリートを製造することが可能である。 

・凝結時間は、ベースコンクリートとほぼ同等で仕上げ作業を開始するまでの時間が

変わらないコンクリートを製造することが可能である。 

・工事現場に運ばれたコンクリートに添加してもコンクリートのスランプを長時間保

持させることが可能である。 

 

４．技術の適用範囲 

・スランプの低下が問題となり対策が必要なコンクリート工事 

☆特に効果の高い適用範囲 

・生コンクリート工場から工事現場までの運搬時間が長い場合 

・早強ポルトランドセメントを使用したコンクリート工事 

・夏期などの高温環境下でのコンクリート工事 

 

５．活用実績（2022年10月1日現在） 

国の機関  1 件（九州 0 件，九州以外 1 件） 

自治体    1 件（九州 1 件，九州以外 0 件） 

民間      4 件（九州 1 件，九州以外 3 件） 
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６．写真・図・表 

〇室内コンクリート試験結果例(環境温度20℃)  

  

 

 

〇室内コンクリート試験結果例(環境温度38℃)  

 

 

〇適用事例  
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